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満
洲
事
変
と
昭
和
天
皇

山

田

朗

要
旨

満
洲
事
変

(
一
九
三

一
年
)
が
勃
発
し
た
当
初
、
天
皇
は
、

一
方

で
関
東
軍

の
や
り
方
が
、
英
米

・
国
際
聯
盟
を
刺
激
す

る
の
で
は
な

い
か
と
憂
慮
し

つ
つ
も
、

他
方

で
大
元
帥
と
し

て
、
中
央

・
出
先

の
将
兵

の
士
気
を
鼓
舞
す

る
た
め

に
も
軍
事
的
な
勝
利

・
成
功

は
賞
賛
す

る
と

い
う
行
動
を
と

っ
た
。

そ
し
て
、
英
米
な

ど
と

決
定
的

に
衝
突
し
な

い
範
囲

で
あ

る
な
ら
ば
、

日
本

の
勢
力
圏
を
拡
大
し

て
い
く

こ
と
を
容
認
し
た

の
で
あ

る
。

そ

の
後
、

一
九
三
三
年

に
関
東
軍
が
熱
河
省

に
侵
攻
し

て
、
国
際
聯
盟
脱
退

へ
と
事
態
が
進
展
す

る
中

で
、
天
皇

は
、
内
閣

の
方
針
を
確
認
し

な
い
ま
ま
に
、
参
謀

総
長

に
作
戦

の
許
可
を
与
え

て
し
ま
う
と

い
う
大
き
な
失
策
を
お
か
し

て
し
ま

う
。

こ
の
よ
う
な
政
治
と
軍
事

の
摩
擦
、
激
動
す

る
現
実
政
治

の
中

で
、
天
皇

は
、
陸
軍
が

お
し
す
す
め

る
膨
張
主
義

に
た
い
し

て
、
時

に
は
そ
れ
を
抑
制

し
、
時

に
は

賞
賛
し

て
士
気
を
鼓
舞
し
な
が
ら
国
威
を
発
揚
し

て
い
く

や
り
方
を
体
得

し
て
い

っ
た
と

い
え

る
。
国
際
関
係
を
考
慮
し

て
の

「
穏
健

さ
」
と
、
機
を
見

て
勢
力

圏
を

拡
大
し
よ
う
と
す

る
膨
張
主
義
と

い
う
、
昭
和
天
皇

の
君
主
と
し

て
の
行
動
様
式

は
、
基
本
的

に
こ
の
満
洲
事
変

・
熱
河
侵
攻

の
時
期

に
形
成

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と

い
え
る
。

キ
ー

ワ
ー
ド

…
昭
和
天
皇
、
大
元
帥
、
満
洲
事
変
、
熱
河
作
戦
、
統
帥
権

(61)

に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
軍
事
大
国
の
統
帥
権
の
保
持
者
と
し
て
の
昭
和
天
皇

の
思

は

じ

め

に

本

稿

の

目

的

想
と
行
動
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
藤
原
彰

『昭
和
天
皇

の
十
五
年
戦
争
』

(青
木

本
稿
の
目
的
は
、
柳
条
湖
事
件
と
熱
河
侵
攻
作
戦
に
た
い
す
る
昭
和
天
皇

の
言

書
店
、

一
九
九

一
年
)
や
拙
著

『大
元
帥

・
昭
和
天
皇
』
(新

日
本
出
版
社
、

一

動
か
ら
、
満
洲
事
変
期
に
お
け
る
大
元
帥
と
し
て
の
昭
和
天
皇
の
思
想
を
明
ら
か

九
九
四
年
)
、
さ
ら
に
安
田
浩

『
天
皇
の
政
治
史
』
(青
木
書
店
、

一
九
九
八
年
)



な
ど
に
お
い
て
そ
の
概
要
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
拙
著

『大
元
帥

・

に
侍
従
武
官
長

・
奈
良
武
次
大
将
に
指
示
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
事
態
不
拡
大

昭
和
天
皇
』
と
内
容
面
で
重
複
す
る
部
分

も
あ
る
が
、
拙
著
刊
行
後
に
公
表

・
公

と
い
う
希
望
を
表
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
天
皇
も
、
奈
良
武
官
長
も
、
ま
だ
日
中

開
さ
れ
た
史
料
を
も
含
め
て
分
析

・
検
討

し
、
あ
ら
た
め
て
満
洲
事
件
期
の
軍
事

両
軍
の
軍
事
衝
突
と
い
う
事
態
を
し
ば
ら
く
す
れ
ば
自
然
に
鎮
静
す
る
と
比
較
的

・

君
主
と
し
て
の
昭
和
天
皇
像
を
提
示
し
た
い
。

楽
観
祝
し
て
い
た
よ
う
で
、
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
関
東
軍
そ
の
も
の
の
行
動
を

強
く
抑
制
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
な
い
。
ま
た
、
二
二
日
午
後
、
金
谷
参
謀
総
長

-

満

洲

事

変

の
勃

発

と

昭

和

天

皇

が
さ
き
に
独
断
越
境
し
た
朝
鮮
軍
の
混
成
旅
団
に
つ
い
て
、
派
遣
を
追
認
す
る
よ

満
洲
事
変
は
、

一
九
三

一
年

(昭
和
六
)
九
月

一
八
日
午
後

一
〇
時
二
〇
分
頃
、

う
に
許
可
を
求
め
た
の
に
た
い
し
、
「此
度
は
致
方
な
き
も
将
来
は
充
分
注
意
せ

　
　
　

奉
天

(現
在
の
藩
陽
)
近
郊

・
柳
条
湖
に
お
け
る
満
鉄
線
爆
破
事
件
を
発
端
に
引

よ
」
と
あ

っ
さ
り
、
朝
鮮
軍
の
行
動
を
認
め
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
参
謀
本
部

き
起

こ
さ
れ
た
関
東
軍
に
よ
る
計
画
的
軍
事
行
動
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
は
、
翌

一

は
、
同
日
、
奉
勅
命
令
と
し
て
の
臨
参
命
第

一
号
を
発
令
し
た
。
「臨
参
命
」
は
、

九
日
午
前
九
時
四
五
分
に
南
次
郎
陸
軍
大
臣
よ
り

「奉
天
附
近

ニ
テ
日
支
両
軍
衝

の
ち
に
日
中
全
面
戦
争
が
勃
発
し
、
大
本
営
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
発
令
さ
れ
た

朗

(-)

突
我
軍
北
大
営

ヲ
攻
撃
占
領
セ
ル
」
旨
の
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、
同
日
午
後
三

「大
陸
命
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。・
第

一
号
と
い
う

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

)62

田

時

に
は
金
谷
範
三
参
謀
総
長
が
参
内
し
、
関
東
軍
の
要
請
に
よ
り
朝
鮮
軍
の
混
成

に
、
昭
和
天
皇
に
と

っ
て
は
、
最
初
の
最
高
軍
事
命
令

で
あ
る
。

(

山

旅
団
が
鉄
道
で
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
参
謀
本
部
が
制
止
し
て
い
る
旨

臨
参
命
第

一
号

　　
　

を
奏
上
し
た
。
金
谷
参
謀
総
長
は
、
「
専
断
派
兵
ノ
処
置

二
関
シ
恐
催
ノ
意
ヲ
表
」

命

令

し
た
。
「専
断
派
兵
」
に

つ
い
て

「恐
催
」
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
時
す
で

朝
鮮
軍
司
令
官
隷
下
部
隊

ヨ
リ
左
記
部
隊

ヲ
満
洲

二
派
遣

シ
関
東
軍
司
令
官

に
参
謀
総
長
は
、
朝
鮮
軍
の
行
動
に
つ
い
て
統
帥
権
を
犯
す
も
の
で
は
な
い
か
、

ノ
指
揮

ヲ
受
ケ
シ
ム

と
の
心
配
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

左

記

し
か
し
、
朝
鮮
軍
は
、
二

一
日
に
は
参
謀
総
長
の
待
機
命
令
を
無
視
し
て
、
独

歩
兵

一
旅
団

(
一
大
隊
欠
)

断
で
満
洲
領
内

に
越
境
攻
撃
を
開
始
し
た
。
金
谷
参
謀
総
長
は
、
同
日

「誠

二
恐

騎
兵

一
中
隊

　
ヨ
　

慨

二
堪

ヘ
サ
ル
」
旨
奏
上
し
て
い
る
。
金
谷
は
重
ね
て
朝
鮮
軍
の
不
始
末
を
天
皇

野
砲
兵

二
大
隊

に
詫
び
て
い
る
。
天
皇
は
、
一
=

日
に
若
槻
首
相
に

「満
洲
事
件
の
拡
大
せ
ざ
る

工
兵

一
中
隊

　ユ

　　
　

様
と
の
閣
議

の
趣
は
適
当
」
と
言
い
、
二
二
日
に
も

「行
動

ヲ
拡
大
セ
サ
ル
様
」

飛
行

二
中
隊



通
信
隊

一
隊

令
官
に
よ
る

「
檀
権
」
と
い
っ
た
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
よ

「

右
諸
隊

ハ
鴨
緑
江
通
過
ノ
時
ヲ
以
テ
関
東
軍
司
令
官
ノ
指
揮

二
人
ル
モ
ノ
ト

う
で
あ
る
。
も
し
、
「大
権
干
犯
」
あ
る
い
は

「檀
権
」
と
い

っ
た
レ
ベ
ル
で
憂

ス

慮
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「責
任

ハ
時
局
平
静

ヲ
待
テ
詮
議
」
す
れ
ば
よ
い
な
ど
と

細
項

二
関
シ
テ
ハ
参
謀
総
長
ヲ
シ
テ
指
示
セ
シ
ム

悠
長
な
こ
と
は
言

っ
て
い
ら
れ
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
奈
良
は
、
明
ら

昭
和
六
年
九
月
二
十
二
日

か
に
事
態
を
楽
観
し
て
い
た
。
昭
和
天
皇
も
基
本
的
に
は
奈
良
の
情
勢
認
識
に
同

奉
勅

参
謀
総
長

金
谷
範
三

意
し
、
彼

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従

っ
て
行
動
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

朝
鮮
軍
司
令
官

林

銑
十
郎
殿

天
皇
は
、
事
変
勃
発
直
後
の

『牧
野
伸
顕
日
記
』
や

「
奈
良
武
次
日
記
」
の
記

　
ア

　

関
東
軍
司
令
官

本
庄

繁
殿

述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
関
東
軍
の
行
動
が
拡
大
の

一
途
を
た
ど
り
、
軍
が

昭
和
天
皇
に
よ
る
第

一
号
の
最
高
軍
事
命
令
が
、
朝
鮮
軍
の
独
断
出
兵

の
事
後

満
蒙

の
分
離
独
立
を
策
動
し
て
い
る
こ
と
を
あ
る
程
度
は
懸
念
し
て
い
た
も
の
の
、

薙

承
認
だ

・
た
・
と
は
、
奉
勅
命
令
と
し
て
の

「臨
参
命
」

の
権
威
を
著
し
く
損
な

そ
の

芳

で
・
日
本
側
が
軍
事
的
に
劣
勢

に
な
る
こ
と
も
認
め
な
か

・
た
・
天
皇

和昭

う

も

の

で
あ

っ
た
確

か

で

あ

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

天
皇

が
、

こ

の
段
階

で
、

関

は
、

奈
良

侍
従

武
官

長

に
た

い
し

て
、

一
〇

月

九

日

に
、

)

と

ヨ　

駿

東
募

戦
線
拡
大
と
朝
鮮
軍
の
独
断
越
境

と
い
う
事
態
を
き
わ
め
て
深
刻

に
と
ら

錦
州
附
近

二
張
学
良
軍
隊
再
組
織
成
レ
ハ
事
件
・
拡
大

ハ
止
ム
・
得
サ
ル
ヘ

ー

酬

え
た
と
い
う
証
拠
が
見
い
だ
せ
な
い
の
は
、
侍
従
武
官
長

・
奮

武
次

の
楽
観
論

キ
・
、
若

・
必
要
ナ
・
バ
余

ハ
事
件
・
拡
大

二
同
意
ス
ル
モ
可
ナ
施

の
影
響
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
は
、
事
変
勃
発
直
後

の
九
月
二

一
日
、
天
皇

と
述

べ
、
参
謀
総
長

の
意
見
を
聞
き
た
い
と
言

っ
て
い
る
。
奈
良
は
、
天
皇
の
発

や
牧
野
伸
張
ら
側
近
た
ち
に
も

「此
上
積
局

〔極
〕
的
軍
隊
の
進
出
は
あ
る
ま
じ

`

言
を
た
だ
ち
に
参
謀
次
長

・
二
宮
治
重
少
将
に
伝
え
て
い
る
。
張
学
皇
軍
が
体
勢

れ
お
　

く
、
支
那
側
の
対
抗
も
あ
る
ま
じ
く
」
な

ど
と
希
望
的
観
測
を
表
明
し
て
い
る
。

を
立

て
直
し
て

一
戦
を
挑
む
な
ら
ば
、
「拡
大
」
に
も
同
意
す
る
と
い
う
わ
け
で

天
皇
や
側
近
た
ち
に
た
い
す
る
奈
良
侍
従
武
官
長
の
軍
事
専
門
家
と
し
て
の
権
威

あ
る
。
天
皇
の
条
件

つ
き
で
は
あ
る
も
の
の

「
拡
大
」
を
容
認
す
る
発
言
が
、
奈

は
絶
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
大

き
か

っ
た
。

良
を
介
し
て
、
参
謀
本
部

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
関
東
軍
は
、

奈
良
侍
従
武
官
長
は
当
初
、
関
東
軍
の
戦
線
拡
大
そ
の
も
の
を
さ
し
て
憂
慮
せ

一
〇
月
八
日
に
は
、
作
戦
参
謀

・
石
原
莞
爾
中
佐
自
ら
が
指
揮
を
と
り
、
錦
州
の

ず
、
む
し
ろ
問
題
は

「朝
鮮
軍
司
令
官

ノ
独
断
専
行
並

二
参
謀
総
長

ノ
不
取
締
」

無
差
別
爆
撃
を
行
う
な
ど
、
軍
事
行
動
を

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
時
で
も
あ

　
む
　

に
あ
り
、
そ
の
.「責
任

ハ
時
局
平
静

ヲ
待

テ
詮
議
」
す
れ
ば
よ
い
と
見
て
い
た
。

り
、
天
皇

の
条
件

つ
き

「拡
大
」
容
認
論
は
、
陸
軍
内
の
拡
大
派
を
大
い
に
勇
気

ま
た
、
朝
鮮
軍
司
令
官
の
独
断
専
行
に
つ
い
て
も
、
「
大
権
干
犯
」

あ
る
い
は
司

づ
け
た
で
あ
ろ
う
。



た
だ
、
こ
の
段
階
で
は
天
皇
に
も
迷
い
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
条
件

日
に
は
北
部
満
洲
の
要
衝

で
あ
る

ハ
ル
ビ
ン
ま
で
も
占
領
し
た
。
そ
し
て
、
三
月

つ
き

「
拡
大
」
容
認
発
言
の
前
日
、

一
〇
月
八
日
に
は
、
天
皇
は

「本
庄

〔繁
、

一
日
に
は

「満
洲
国
」
建
国
が
宣
言
さ
れ
、
関
東
軍
に
よ
る
張
学
長
政
権
否
認
11

関
東
軍
〕
司
令
官
ノ
声
明
及
布
告

ハ
内
政
干
渉

ノ
嫌

ピ
ア
施
」
と
四
日
に
本
庄
が

独
立
政
権
樹
立

の
路
線
は
貫
徹
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
や
は
り
こ
の
間
も
天
皇
は
、

発
し
た
張
学
良
政
権
に
た
い
す
る
否
認
声

明
を
批
判
し
、
さ
ら
に

対
外
的
な
影
響
を
思

っ
て
関
東
軍
の
強
引
な
手
法
を
憂
慮
し

つ
つ
も
、
関
東
軍
に

出
先
軍
部
ト
外
務
官
吏
ト
ノ
間

ノ
意

見
ノ
相
違

ハ
、
陸
軍

ハ
満
蒙

ヲ
独
立

セ

よ
る
国
威
発
揚
は
認
め
る
と
い
う
姿
勢
を
と

っ
た
。

シ
メ
其
政
権
ト
交
渉

セ
ン
ト
ス
ル
ニ
反
シ
外
務
側

ハ
其
独
立
政
権
ヲ
好

マ
サ

天
皇
は
、

一
九
三

一
年

一
二
月
二
三
日
、
犬
養
毅
首
相
兼
外
相
に

「錦
州
不
攻

　に
　

ル
点

ニ
ア
リ
ト
認
ム
、
此
点
陸
軍
ノ
意
見
適
当

ナ
ラ
サ
ル
様
思

ハ
ル

其
横

撃
の
方
針
を
下
」
し
、
「国
際
間
の
信
義
を
尊
重
す
べ
き
を
諭
」

し
た
。

ま
た
、

リ
ニ
テ
陸
軍
中
央
部

二
注
意
ス
ル
ヨ
ウ
(翻)

二
五
日
に
も

「錦
州
攻
撃
の
対
外
影
響
に
付
、
深
く
御
秒
念
遊
ば
さ
れ
」
、
犬
養

　ほ
　

と
発
言
し
て
い
る
。
関
東
軍
と
陸
軍
中
央
の
満
蒙
独
立
論
に
た
い
し
て
、
天
皇

に
下
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
三
二
年

一
月

一
日
、
首
相
に

「支
那
の
云
ひ
分
も

　め
　

は

「適
当
ナ
ラ
サ
ル
」
と
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
る
。
翌
日
の
条
件

つ
き

「拡

少
し
は
通
し
て
遣
る
方
可
然
」
と
言
い
、
八
日
に
は
陸
軍
始
観
兵
式
の
帰
り
に
歯

朗

大
L
容
認
発
言

と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
・
天
皇
は
、
関
東
軍
に
よ
る
内
政
干

簿
に
爆
弾
を
投
げ

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、
慌
て
て
か
け

の　

田

渉

(張
学
長
政
権
否
認
)

・
独
立
政
権
樹
立
と
い
う
穏
当
な
ら
ざ
る
手
法
は
明
ら

つ
け
た
牧
野
伸
顕
内
大
臣
に
た
い
し
て
事
件
の
こ
と
に
は
ふ
れ
ず

「満
洲
問
題

に

(

山

〔鳩
)

か
に
嫌
悪
し
て
い
た
が
、
張
学
良
政
権
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
軍
事
的

付
御
珍
念
の
程
を
種
々
」
語

っ
た
と
い
う
か
ら
、
天
皇
が
満
洲
問
題

に
つ
い
て
頭

に
屈
服
さ
せ
る
こ
と
は
何
ら
否
定
す
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
英
米
な

を
痛
め

(関
東
軍
の
錦
州
攻
略
が
国
際
聯
盟
を
刺
激
し
な

い
か
ど
う
か
)
、
中
国

ど
大
国
と
の
直
接
的
な
摩
擦
を
避
け

つ
つ
、
満
洲
に
お
い
て
日
本
の
権
益
が
拡
大

側
と
の
交
渉
の
余
地
を
残
す
よ
う
な
あ
る
程
度

ソ
フ
ト
な
解
決
を
志
向
し
て
い
た

で
き
れ
ば
、
あ
る
い
は
軍
事
力
に
よ
っ
て
国
威
が
発
揚

で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し

よ
う
で
あ
る
。

た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
立
場

で
あ
る
。

日
本

の
権
益
拡
大

の
手
法
が
あ
ま
り
に

だ
が
、
同
じ
時
期

の
天
皇

の
も
う

一
面

の
行
動
が
、
軍
部

.
関
東
軍
を
い
た
く

も
乱
暴

・
露
骨
な
場
合
や
、
明
ら
か
に
英

・
米
な
ど
大
国
と
の
衝
突
を
招
き
そ
う

勇
気
づ
け
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
天
皇
に
よ
る
関
東
軍

へ
の
地

な
場
合
に
は
、
天
皇
は
強
い
反
発
を
し
め
し
た
。

上
兵
力
増
強
命
令
で
あ
り
、
第
二
は
、
勅
語
に
よ
る
激
励
で
あ
る
。

国
際
聯
盟
の
警
告
と
同
理
事
会

に
よ
る
撤
兵
勧
告
案
の
決
定
を
も
の
と
も
せ
ず
、

一
二
月

一
七
日
、
天
皇
は
臨
参
命
第
九
号
を
裁
可
し
た
。
事
変
勃
発
直
後
に
朝

ま
た
、

ソ
連
と
の
衝
突
を
懸
念
す
る
国
内

の
声
を
無
視
し
て
関
東
軍
は
、

=

月

餅
軍

一
個
旅
団
が
関
東
軍
に
増
援

(た
だ
し
事
後
承
認
)
さ
れ
て
以
来
、
飛
行
部

一
九
日
に
は
チ
チ

ハ
ル
を
占
領
、

一
九
三

二
年

一
月
二
日
に
は
錦
州
を
、
二
月
五

隊
や
輸
送
関
係
部
隊
の
派
遣

・
交
代
は
あ

っ
た
も
の
の
、
関
東
軍

へ
の
有
力
な
地



上
部
隊
の
派
遣
は
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
臨
参
命
第
九
号
は
、
事
変

ノ
隷
下

二
人
ラ
シ
ム
ヘ
シ

勃
発
以
来
、
最
大
規
模
の
地
上
部
隊
の
増
派
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
関
東
軍
の

右
諸
部
隊

ハ
大
連
若

ハ
北
支
那
沿
岸
上
陸
ノ
時
ヲ
以
テ
夫
々
関
東
軍
司
令
官

作
戦
遂
行
能
力
を
大
い
に
向
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
臨
参
命
第
九
号
の
内

若

ハ
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
ノ
隷
下

二
人
ル
モ
ノ
ト
ス

容
を
見
る
と
、
こ
れ
が
単
な
る
関
東
軍
増
強
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三

組
項

二
関
シ
テ
ハ
参
謀
総
長
ヲ
シ
テ
指
示
セ
シ
ム

臨
参
命
第
九
号

昭
和
六
年
十
二
月
十
七
日

命

令

奉
勅

参
謀
総
長

金
谷
範
三

一

満
洲
及
北
支
那

二
左
ノ
如
ク
兵
力

ヲ
派
遣

ス

・

層

関
東
軍
司
令
官

本
庄

繁
殿

混
成
旅
団

一

司
令
部
及
歩
兵
四
大
隊
、
騎
兵
、
野
砲
兵
各

一
中
隊
、
工

支
那
駐
屯
軍
司
令
官

香
椎

浩
平
殿

兵

一
小
隊
、
通
信
隊
衛

生
班
各

一

(第
十
師
団

ヨ
リ
)

近
衛
師
団
長

岡
本
連

一
郎
殿

薙

戦
車
墜

,

第

一
師
団
長

林

仙
之
殿

和昭

十
五
榴
大
隊

一

本
部
及
二
中
隊

(第
十
二
師
団

ヨ
リ
)

第
五
師
団
長
伯
爵

寺
内

壽

一
殿

)

と

ドリ

較

+
加
中
堅

(近
衛
師
団
ヨ
・
)

第
+
師
団
長

廣
瀬

壽
助
殿

ω

酬

自
動
車
墜

(第

一
師
団
・
リ
)

、

第
+
二
師
団
長

木
原

鑑

輸
送
監
視
隊
二

(近
衛
及
第

一
師
団
ヨ
リ
各

一
)

臨
参
命
第
九
号
は
、

}
個
混
成
旅
団
を
派
遣
し
て
関
東
軍
を
数
量
的
に
増
や
し

患
者
輸
送
部
班

一

(第

一
師
団
ヨ
リ
)

た
だ
け
で
な
く
、
戦
車
隊
や
十
五
榴

(
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
)
や
十
加

(
一
〇
セ

鉄
道
中
隊

一

(近
衛
師
団
ヨ
リ
)

ン
チ
加
農
砲
)
と
い
っ
た
重
砲
部
隊
を
増
強
し
、
さ
ら
に
自
動
車
隊
や
鉄
道
中
隊

以
上
満
洲

二

と
い
っ
た
輸
送
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
命

臨
時
派
遣
隊

一

本
部
及
歩
兵
二
大
隊
、
野
砲
兵

一
中
隊
、
工
兵

一
小
隊
、

令

に
よ

っ
て
、
関
東
軍
だ
け
で
な
く
、
支
那
駐
屯
軍

(司
令
部
は
天
津
)

へ
も
二

通
信
隊
、
衛
生
班
各

一
(第
五
師
団

ヨ
リ
)

個
歩
兵
大
隊
を
基
幹
と
す
る
地
上
兵
力
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
関
東
軍

以
上
北
支
那

二

が
錦
州
へ
の
圧
力
を
強
め

つ
つ
あ

っ
た
こ
の
時
点

で
、
関
東
軍
と
支
那
駐
屯
軍
の

二

近
衛
、
第

一
、
第
五
、
第
十
及
第
十
二
師
団
長

ハ
夫
々
前
項

二
示

ス
部

双
方
に
兵
力
増
強
を
天
皇
が
命
令
し
た
こ
と
は
、
兵
力
不
足

に
悩
み
、
華
北
方
面

隊

ヲ
満
洲
若

ハ
北
支
那

二
派
遣
シ
関
東
軍
司
令
官
若

ハ
支
那
駐
屯
軍
司
令
官

か
ら
の
中
国
軍
反
撃
の
可
能
性
を
懸
念
し
て
い
た
関
東
軍
を
安
堵
さ
せ
た
こ
と
は



確
か
で
あ
る
。

く
、
国
内
の
満
洲
事
変

に
対
す
る
反
対
論
を
封
殺
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。

ま
た
、

一
九
三
二
年

一
月
四
日
、
天
皇

は
、
荒
木
貞
夫
陸
軍
大
臣

・
大
角
寄
生

天
皇
は

一
方

で
関
東
軍
の
や
り
方
が
乱
暴
で
、
英
米

.
国
際
聯
盟
を
刺
激
し
な

海
軍
大
臣
に
た
い
し
て
、
「
軍
人
に
賜
は
り
た
る
勅
諭
」
五
十
年
記
念

の
勅
語
を

い
か
と
憂
慮
し

つ
つ
も
、
他
方
で
日
本
陸
海
軍
の
大
元
帥
と
し
て
、
中
央

.
出
先

下
賜
し
た
の
に
つ
づ
い
て
、
八
日
午
前
、
代
々
木
練
兵
場

で
の
陸
軍
始

の
大
観
兵

の
将
兵
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も
軍
事
的
な
勝
利

.
成
功
は
賞
賛
す
る
と
い

式
で
閲
兵
を
お
こ
な
い
、
午
後

に
は
開
院
官
裁
仁
参
謀
総
長
を
宮
中
に
呼
び
、
関

う
分
裂
し
た
行
動
を
と

っ
た
と
い
え
る
。

東
軍
に
た
い
し
て

「勅
語
」
を
与
え
て
い
る
。

.
H

熱

河

侵

攻

作

戦

と

昭

和

天

皇

の

失

敗

関
東
軍

へ
勅
語

嚢

二
満
洲

二
於

テ
事
変

ノ
勃
発
ス
ル
や
自
衛
ノ
必
要
上
関
東
軍
ノ
将
兵

八
乗

一
九
三
二
年

一
月
八
日
の
勅
語
に
お
い
て
昭
和
天
皇
は
、
「
皇
軍

ノ
威
武

ヲ
中

断
神
速
寡
克
ク
衆

ヲ
制
シ
速

二
之
ヲ
蔓
討
セ
リ
爾
来
銀
苦

ヲ
凌
キ
祁
寒

二
堪

外

二
宣
揚
セ
リ
朕
深
ク
其
忠
烈
ヲ
嘉

ス
」
と
関
東
軍
の
戦
果
を
称
揚
し
た
よ
う
に
、

へ
各
地

二
蜂
起
セ
ル
匪
賊

ヲ
掃
蕩
シ
克
ク
警
備
ノ
任
ヲ
完
ウ
シ
或
ハ
徽
江
斉
々

た
と
え
か
な
り
乱
暴
な
手
法
を
と

っ
た
と
は
い
え
、

こ
の
後
、

「満
洲
国
」

と
い

朗

拾
爾
地
方

二
或

八
達
西
錦
州
地
方

二
氷
雪

・
衝
キ
勇
戦
力
闘
以
テ
其
禍
根

・

う
既
成
事
黍

で
き
あ
が
り
、
結
果
的
に
日
本

の
勢
力
圏
が
拡
大
し
た
・
と
は
、

の　

田

抜
キ
テ
皇
軍
ノ
威
武

ヲ
中
外

三
旦
揚

セ
リ
朕
深
ク
其
忠
烈
ヲ
嘉

ス
汝
将
兵
益
々

天
皇
に
と

っ
て
必
ず
し
も
困

っ
た
こ
と
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
天

(

山

堅
忍
自
重
以
テ
東
洋
平
和

ノ
基
礎

ヲ
確
立

シ
朕
が
信
筒

二
対

ヘ
ン
コ
ト
ヲ
期

皇
は
、
満
洲
だ
け
な
ら
ば
、
日
本
が
勢
力
圏
に
組
み
込
ん
で
も
英
米
は
黙
認
す
る

セ
(麹

.

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
『昭
和
天
皇
独
白
録
』

で
は
日
中

こ
の
勅
語
に
お
い
て
天
皇
は
満
洲
事
変
が

「
自
衛
」
で
あ
り
、
関
東
軍
が
戦

っ

戦
争
の
勃
発
に
関
連
し
た
部
分
で
、

て
い
る
の
が

「匪
賊
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
関
東
軍
の

「寡
克
ク
衆
ヲ
制
」

満
洲
は
田
舎
で
あ
る
か
ら
事
件
が
起

っ
て
も
大
し
た
事
は
な
い
が
、
天
津
北

す
る

「勇
戦
力
闘
」
を

「
皇
軍
ノ
威
武
ヲ
中
外

二
曲旦
揚
セ
リ
朕
深
ク
其
忠
烈
ヲ
嘉

京
で
起
る
と
必
ず
英
米
の
干
渉
が
非
道
く
な
り
彼
我
衝
突
の
虞
が
あ
る
と
思

　ロ
　

ス
」
と
ほ
め
称
え
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
関
東
軍
の
謀
略
と
朝
鮮
軍
に
よ
る
越
権
行

っ
た
。

為
で
始
め
ら
れ
た
満
洲
事
変
は
、
天
皇
に
よ
っ
て

「東
洋
平
和

ノ
基
礎

ヲ
確
立
」

と
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
天
皇
の
満
洲
に
た

す
る
正
義
の
戦
い
と
認
定
さ
れ
た
形
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
関
東
軍
の
行
動
が
、

い
す
る
認
識
を
図
ら
ず
も
示
し
て
い
る
。
満
洲
だ
け
な
ら
列
国
と
の
関
係
上
も
お

天
皇
に
よ

っ
て
正
義
の
戦
い
で
あ
る
と
公

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
関
東
軍
や
朝

そ
ら
く
は
大
丈
夫

で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
結
局
は
関
東
軍
の
行
動
を
追
認

鮮
軍
の
事
変
勃
発
時
の
越
権

・
逸
脱
行
為

を
帳
消
し
に
し
て
し
ま

っ
た
だ
け
で
な

し
て
し
ま

っ
た
根
底

に
は
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
、
英
米
な
ど
の
大
国
と
の
衝
突



が
必
至
な
ら
ば
、
話
は
別
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
証
拠

に
、

一
九
三
二
年

た
。
天
皇

に
よ
る
御
前
会
議
提
案
は
、
も
と
も
と
天
皇
の
ア
イ
デ
ア
な
の
か
、
だ

末
よ
り
関
東
軍
が
、
満
洲

"
東
三
省

の
領
域
か
ら
踏
み
出
し
て
、
東
三
省
と
華
北

れ
か
の
進
言
な
の
か
は
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
、
事
変
勃
発
直
後
の

一
九
三

(河
北
省
)
と
の
回
廊
部
分
で
あ
る
熱
河
省

に
侵
攻
し
て
武
力
併
合
し
よ
う
と
す

～
年
九
月

一
九
日
、
奈
良
侍
従
武
官
長
が
南
次
郎
陸
軍
大
臣

に
た
い
し
て

る
動
き
を
見
せ
始
め
る
と
、
天
皇
は
、
こ
れ
以
上
の
膨
張
は
英
米

・
国
際
聯
盟

の

関
東
軍

ハ
其
条
例

二
指
示
セ
ラ
レ
タ
ル
任
務
ノ
範
囲
内
行
動

ハ
軍
部
専
断
シ

決
定
的
反
発
を
ま
ね
く
と
み
て
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
強
い
調
子

で
出
先
軍
を
抑
制

得

ヘ
キ
モ
其
以
上

ノ
コ
ト

ハ
閣
議
ノ
決
定

二
待

ツ
ヘ
ク
、
尚
大
ナ
ル
出
兵

ヲ

　お
　

し
ょ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
三
三
年
年
始
早
々
に
、・
満
洲
と
華
北
の
境
界

で

要

ス
ル
カ
如
キ
場
合

二
八
或

ハ
御
前
会
議

ヲ
要

ス
ヘ
シ

あ
り
、
万
里
の
長
城
の
東
端
に
位
置
す
る
山
海
関
に
お
い
て
日
中
両
軍
の
衝
突
が

と
注
意
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「尚
大
な
る
出
兵
」

の
際

に
は
、
御
前
会

報
じ
ら
れ
る
と
、
天
皇
は
、
こ
れ
を
機
会

に
関
東
軍
が

一
挙
に
熱
河
に
も
侵
攻
す

議
を
開
く
の
も

一
策

で
あ
る
と
、
天
皇
は
奈
良
か
ら
進
言
を
受
け
て
い
た
の
か
も

る
の
で
は
な
い
か
と
大
い
に
憂
慮
し
、

一
月
九
日
、
政
府

・
軍
の
方
針
を

一
致
さ

し
れ
な
い
。

憩

せ
、
出
先
軍
を
し

・
か
り
と
統
制
す
る
た
め
に
御
前
会
華

開
催
し
た
ら
ど
う
か
・

一
九
三
三
年

一
月

西

日
・
満
洲

へ
の
兵
力
増
派

の
允
裁
を
仰
ぎ
に
き
た
開
院

嗣

と
天
皇
み
ず
か
ら
が
牧
野
内
大
臣

●
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長
ら
に
提
案
し
て
い
範
・

宮
参
謀
総
長
に
た
い
し
て
・
天
皇
は

「熱
河
侵
入

二
就

テ
蟄

ノ
態
度

ヲ
採

ル
襯
」

一

と

　　

較

も

っ
と
も
、
牧
野
は
、
日
記
に

面

前
会
議
の
事
は
前
・
よ
り
数
度
問
題
に
上
り

注
意
し
た
。
参
謀
総
長
に
直
接
、
・」
う
し
た
・」
と
を
言

つ
の
は
そ
れ
ま
で
に
は
な

一

酬

た
る
事
な
る
が
、
…

若
槻
以
癸

養
も
之
を
好
ま
ず
-
・蒔

と
記
し
て
い
る
の

か
・
た
・
と
な
の
だ
ろ
兎

奈
良
侍
従
武
官
長
は
、
日
記

に

「実

二
聖
上

・
熱

　
　
　

で
、
天
皇
に
よ
る
御
前
会
議
の
提
案
は
、
満
洲
事
変
勃
発
直
後
か
ら
何
度
か
あ

っ

長
殿
下

二
公
然
左
様

ノ
御
注
意

ア
リ
タ
ル
ナ
リ
」
と
特
記
し
て
い
る
。
天
皇
は
、

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
政

・
戦
略
、
国
務
と
統
帥
の
統

一
を
図
ろ
う
と
す
る
、
ま

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
熱
河
侵
攻
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、

た
、
し
ば
し
ば
御
前
会
議
を
開
い
た
明
治
天
皇
の
ご
と
く
あ
り
た
い
と
い
う
天
皇

こ
れ
以
上
の
膨
張
は
、
英
米

・
国
際
聯
盟
と
の
亀
裂
を
決
定
的
に
す
る
こ
と
を
懸

の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。

念
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
天
皇
は
閑
院
宮
総
長
に
こ
う
も
語

っ
て
い
る
の

天
皇
自
身
に
よ
る
御
前
会
議
の
提
案
に

つ
い
て
、
鈴
木
侍
従
長
は
、
元
老

・
西

で
あ
る
。

園
寺
公
望
に
意
見
を
求
め
た
。
だ
が
、
西
園
寺
は
、
「も
し
御
前
会
議

で
決
ま

つ

満
洲
に
付
て
は
此
れ
ま
で
都
合
好
く
進
み
来
り
た
り
、
誠
に
幸
な
り
、
今
後

た
こ
と
が
そ
の
通
り
行
か
な
か

っ
た
場
合

に
は
、
陛
下
の
御
徳
を
汚
す
ば
か
り
で

功

一
箕

〔葺
〕
を
欠
く
様
の
事
あ
り
て
は
遺
憾
な
れ
ば
、
熱
河
方
面
に
付

て

　　

　　

あ
る
」
と
し
て
御
前
会
議
に
反
対
し
た
。
西
園
寺
や
牧
野
な
ど
側
近
が
、
乗
り
気

は
特
に
慎
重
に
処
置
す
べ
し
。

で
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
結
局
、

こ
の
時
の
御
前
会
議
開
催
案
は
立
ち
消
え
と
な
つ

「奈
良
日
記
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
部
分
、
満
洲
に

つ
い
て
は
、

こ



　の
　

れ
ま
で

「
都
合
好
く
」
す
す
ん
で
き
た
が
、
「
今
後
功

一
箕

〔貧
〕
を
欠
く
」、
す

進
入

ス
ル
コ
ト
ナ
キ
条
件

ニ
テ
認
可
ス
ル
旨
」
申
し
渡
し
、
条
件
付
き
で
作
戦
を

な
わ
ち
、
次
の

一
手
を
誤

っ
て
元
も
子
も
無
く
し
て
し
ま

っ
て
は
残
念

で
あ
る
の

許
可
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
は
天
皇
の
思
わ
ぬ

「
勇
み
足
」
と
な

っ
て
し
ま

つ

で
云
々
、
と
い
う
意
味
の

一
節
は
、
関
東
軍
の
電
撃
的
軍
事
行
動
に
た
い
す
る
天

た
。

皇
の
賞
賛
が
、
か
な
ら
ず
し
も
職
責
上
の
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を

二
月
八
日
、
斉
藤
実
首
相
が
、
「熱
河
攻
略

ハ

〔国
際
〕
聯
盟

ノ
関
係
上
実
行

　
お
　

示
す
も
の
で
あ
る
。

シ
難
キ
コ
ト
ナ
レ
ハ
内
閣
ト
シ
テ
ハ
不
同
意
ナ
リ
」
と
上
奏
し
て
き
た
。
天
皇
は
、

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
、
満
洲
事
変
勃
発
時
の
関
東
軍
の
主
力
部
隊

で

内
閣

の
方
針
を
確
認
し
な
い
ま
ま
に
、
参
謀
総
長
に
作
戦
の
許
可
を
与
え
て
し
ま
つ

　の
　

あ

っ
た
仙
台

・
第
二
師
団

(師
団
長

・
多
門
二
郎
中
将
)
と
独
断
越
境
後
、
関
東

た
こ
と
に
驚
き
、
「
〔作
戦
許
可
ヲ
〕
取
消

シ
タ
シ
、
開
院
宮

二
伝

ヘ
ヨ
」
と
奈
良

軍
と
と
も
に
転
戦
し
た
朝
鮮
軍

(羅
南
)

の
第
三
八
旅
団

(旅
団
長

・
依
田
四
郎

侍
従
武
官
長
と
命
じ
た
が
、
奈
良
は

一
〇
日
に
総
長
が
拝
謁
に
来
る
予
定
だ
か
ら
、

少
将
)
が
、
他
部
隊
と
交
代
し
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
還
し
て
き
た
。
第
二
師
団
司
令
部

そ
の
際

に
話
を
す
れ
ば
よ
い
と
、
大
元
帥

の
作
戦
許
可
取
り
消
し
に
は
慎
重
な
姿

が
、
宇
品
港
に
到
着
す
る
や
、
昭
和
天
皇

は
現
地
に
侍
従
武
官

・
阿
南
惟
幾
大
佐

勢
を
と

っ
た
。

一
〇
日
に
天
皇
は
、
総
長
に
た
い
し
て

「
熱
河
攻
略

ハ
内
閣

ニ
テ

朗

を
派
遣
し
て

「聖
旨
」
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
・

百

;

一再

に
は
・
多
門

●
依

能
ク
承
認
・
居
ラ
サ
リ
シ
ヤ
ノ
旨
・
尚
中
止
シ
能

ハ
サ
ル
施
L
と
、
作
戦
中
止
を

一68

田

田
両

「
凱
旋
将
軍
」
と
幕
僚
た
ち
を
宮
中

・
豊
明
殿
に
招

い
て
陪
食

の
機
会
を
持

要
求
し
た
。
翌

一
一
日
に
は
、
斉
藤
首
相
が
、
熱
河
作
戦
を
強
行
す
れ
ば
、
日
本

(

山

ち
、
み
ず
か
ら
慰
労
の
言
葉
を
与
え
、
そ

の
上
、
多
門

・
依
田
に
は

「御
紋
章
付

は
国
際
聯
盟
を
除
名
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
中
止
さ
せ
た
い
が
、
軍
部
は
す

　
れ
　

銀
花
瓶
」
と
金

一
封
を
下
賜
し
た
。
天
皇

は
、
関
東
軍
の
熱
河
侵
攻
と
い
う
新
た

で
に
天
皇

の

「
御
裁
可
」
を
得

て
い
る
こ
と
を
理
由

に
ど
う
し
て
も
中
止
に
応
じ

　の
　

な
膨
張
行
動
を
憂
慮
し

つ
つ
も
、
か

つ
て
の
暴
走

の
主
役
た
ち
を
国
威
を
発
揚
し

な
い
、
と
訴
え
て
き
た
。
天
皇
は
陸
軍
が
、
二
月
四
日
の
作
戦
許
可
を
楯
に
首
相

た
英
雄
と
し
て
手
厚
く
遇
し
た
の
で
あ
る
。
「戦
果
」
を
あ
げ
た

「
凱
旋
将
軍
」

の
中
止
要
請
を
き
か
な
い
こ
と
に
憤
慨
し
た
よ
う
で
、
奈
良
侍
従
武
官
長
に

「就

た
ち

へ
の
賞
賛

・
厚
遇
は
、
現
に
戦
闘
に
従
事
し
て
い
る
関
東
軍
、
そ
れ
を
支
え

テ
ハ
統
帥
最
高
令

二
依
リ
之
ヲ
中
止

セ
シ
メ
得
サ
ル
ヤ
」
と

「稽
興
奮
遊

ハ
サ
レ

　　
　

る
軍
中
央
の
将
兵
た
ち
の
士
気
を
大

い
に
鼓
舞
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

テ
」
言

っ
た
。
天
皇
は
、
あ
ら
た
め
て
統
帥
大
権
を
発
動
し
て
、
中
止
を
命
じ
よ

一
九
三
三
年
二
月
四
日
、
閑
院
宮
参
謀

総
長
は
熱
河
作
戦
実
施
に
と
も
な
う
関

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

東
軍
の
部
隊
配
置
の
変
更

に
つ
い
て
天
皇

の
許
可
を
も
と
め
た
。
配
置
変
更
の
許

だ
が
、
奈
良
侍
従
武
官
長
は
、
天
皇
の
作
戦

の
裁
可
取
り
消
し
に
強
く
反
対
し
、

可
は
、
事
実
上
、
作
戦
開
始
許
可
で
あ
る

こ
と
は
、
天
皇
も
よ
く
了
解
し
て
い
た
。

天
皇

に

「
慎
重
熟
慮
」
を
求
め
た
。
奈
良

の
主
張
は
、

し
た
が

っ
て
、
天
皇
は
、
総
長

に

「
対
熱

河
作
戦

ハ
万
里
ノ
長
城
ヲ
超
テ
関
内

二

国
策
上
害

ア
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
閣
議

二
於
テ
熱
河
作
戦
ヲ
中
止
セ
シ
メ
得
サ
ル



道
理
ナ
シ
、
国
策
ノ
決
定

ハ
内
閣
ノ
仕
事

ニ
シ
テ
閣
外

ニ
テ
彼
是
レ
指
導
ス

て
は
む
し
ろ
正
論
」
と
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、

ル
コ
ト
ハ
不
可
能
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
熱

河
作
戦
ノ
中
止

モ
内
閣

ニ
テ
ナ
サ
サ
ル

「憲
法
論
議
と
し
て
は
む
し
ろ
正
論
」
と
い
う
言
い
方
は
、
奈
良

の
意
見
が
美
濃

ヘ
カ
ラ
ス
、
陛
下
ノ
御
命
令

ニ
テ
之

ヲ
中
止
セ
シ
メ
ン
ト
ス
レ
ハ
大
ナ
ル
紛

部
達
吉
ら
の
憲
法
解
釈
と
質
的

に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
あ
た
え
た
と
思

　あ
　

擾

ヲ
惹
起

シ
政
変
ノ
因
ト
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
保
チ
難

シ

わ
れ
る
。
私
の
説
明
不
足
は
否
め
な
い
の
で
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。
私
が
言
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
国
策
上
の
重
大
事
項

で
あ
れ
ば
、
内
閣
が
決
定
す
べ
き

た
か

っ
た
こ
と
は
、
安
田
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
内
閣
と
軍
部
の
対
立
に
は
天

こ
と
で
、
軍
事
作
戦
も
や
る
か
否
か
の
決
定
は
内
閣
が
す
べ
き
で
あ
る
、
内
閣
が

皇
を
裁
定
者
と
し
て
は
登
場
さ
せ
な
い
」
と
い
う
憲
法
解
釈
が
、
当
時
の
国
家
指

中
止
し
た
け
れ
ば
、
内
閣
の
責
任

で
中
止

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の

導
層
と
り
わ
け
元
老
西
園
寺
公
望
や
宮
中
側
近
に
お
い
て
主
流
で
あ
り
、
奈
良
も

で
あ
る
。

そ
う
し
た
見
解
を
も

っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
る
べ
き
」
論
と
は
、

こ
の
奈
良
の
意
見
に
つ
い
て
私
は
、
拙
著

『大
元
帥

・
昭
和
天
皇
』

に
お
い
て

美
濃
部
流
憲
法
解
釈
学
に
お
け
る

「
あ
る
べ
き
」
論
で
は
な
く
、
元
老

・
宮
中
側

憩

「奈
良

の
意
見
は
、
憲
法
論
議
と
し
て
は
む
し
ろ
正
論
で
あ
り
、
政
治
は
か
く
あ

近
グ
牛

プ
に
と

・
て
の

「
あ
る
べ
き
」
論
で
あ
る
。
こ
・
で
議
論
を
元
に
戻
す
。

和昭

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
奈
良

天
皇
は
奈
良
侍
従
武
官
長
の
説
得
に
納
得
せ
ず
、
そ
の
日
に
う
ち
に
あ
ら
た
め

)

と

69

変

の
意
見
は
筋
論
と
し
て
は
的
確
で
あ

っ
た
が
、
現
実

の
政
治
に
お
け
る
政
府
と
軍

て
奈
良
に

「熱
河
問
題

八
東
三
省
ト
別
問
題
ト
シ
熱
河
攻
略

ハ
中
止
ス
ル
ヲ
可
ト

(

事翻

部
の
力
関
係
を
無
視
し
た

『あ
・
べ
き
』
論
で
あ

.
煙
」
と
評
価
し
彪

そ
れ
に

考
・
ル
碑

此
点

二
関
・
意
見
・
L
聞
き
た
い
と
書
簡
を
も

・
て
質
し
摩

餐

　め
　

　　
　

対
し
て
安
田
浩
氏
は
、
こ
の

「あ
る
べ
き
」
論
を

「
見
当
違
い
の
評
価
」
と
批
判

も
再
度

「
内
閣
以
外

ニ
テ
之
ヲ
中
止
セ
シ
ム
ル
ハ
不
適
当
」
と
書
簡
で
答
え
た
。

し
、
奈
良
の
意
見
は
、
「
内
閣
輔
弼
の
重
視
と
い
う
立
憲
主
義
的
な
形
式
を
と
り

結
局
、
こ
の
や
り
と
り
で
天
皇
も
奈
良
の
意
見
に
従
い
、
翌
二
月

一
二
日
、
天
皇

な
が
ら
、
内
閣
と
軍
部
の
対
立
に
は
天
皇

を
裁
定
者
と
し
て
は
登
場
さ
せ
な
い
と

は
あ
ら
た
め
て
、
長
城
線
を
超
え
な
い
こ
と
を
条
件
に
熱
河
作
戦
を
許
可
す
る
旨
、

　む
　

い
う
、
こ
の
時
期
の
元
老

・
宮
中
側
近
の
路
線

に
そ

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
評
価

参
謀
本
部

に
伝
え
さ
せ
た
。

　　
　

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
田
浩

『
天
皇

の
政
治

熱
河
作
戦

の
許
可
を
め
ぐ
る
天
皇

の
動
揺
は
、
天
皇
に
と

っ
て
苦
い
経
験
と
な
つ

史
』
の
書
評
に
お
い
て
、
永
井
和
氏
も

「安
田
氏
の
批
判
は
、
山
田
氏
が
た
て
ま

た
。
政
府

の
方
針
を
み
ず
か
ら
確
か
め
た
上
で
な
い
と
、
う
か

つ
に
作
戦
の
許
可

え
と
し
て
の

『立
憲
主
義
』
の
現
実
的
機
能
を
見
落
と
し
て
い
る
点

に
向
け
ら
れ

を
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

一
度
出
し
た
命
令

(許
可
)
は
、
容
易
に
撤
回
で

　　
ロ

る
」
と
し
て
い
る
。
安
田
氏
の
批
判
は
、
私
が
奈
良
が

「統
帥
権
独
立
」
を
当
然

き
な
い
こ
と
、
大
元
帥

・
天
皇

に
と

っ
て
は
強
烈
な
体
験
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

の
も
の
と
し
て
認
め
て
い
た
点
に
ふ
れ
ず
、
「
奈
良
の
意
見
は
、
憲
法
論
議
と
し

な
に
よ
り
、
日
本
の
進
路

に
と

っ
て
重
大
だ

っ
た
の
は
、
熱
河
作
戦
が
斉
藤
首
相



ら
の
懸
念
し
た
通
り
、
日
本

の
国
際
聯
盟

で
の
立
場
を
決
定
的
に
悪
く
し
、
結
局

関
東
軍
は
長
城
線
を
越

へ
引
続
き
関
内
に
進
出
し

つ
＼
あ
る
が
、
元
来
参
謀

は
国
際
聯
盟
脱
退

へ
と

つ
な
が

つ
た
し
ま

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

総
長
が
熱
河
に
軍
を
進
む
べ
き
を
請
ひ
し
時
、
「ω
関
内

に
進
出
せ
ざ
る
こ

関
東
軍
に
よ
る
熱
河
作
戦
は
、

一
九
三
三
年
二
月
二
三
日
に
開
始
さ
れ
た
。
翌

と
、
②
関
内
を
爆
撃
せ
ざ
る
こ
と
」
を
条
件
と
し
て
許
可
し
た
る
も
の
な
り
。

二
四
日
、
国
際
聯
盟
総
会
は
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
を
賛
成
四
二

・
反
対

一
(日
本
)
・

然
る
に
、
何
時
ま
で
も
関
内
に
進
軍
す
る
は
、
情
況
の
変
化
と
云
は
ゴ
夫
れ

棄
権

一

(
シ
ャ
ム
)

で
採
択
し
、

日
本
代
表

の
松
岡
洋
右

は
議
場
を
退
席
し
た

ま
で
な
る
べ
く
、
外
交
問
題
と
錐
深
く
懸
念
に
も
及
ば
ざ
る
べ
し
と
錐
、

一

(日
本
の
聯
明
皿脱
退
通
告
は
、
三
月
二
七

日
)。

旦
総
長
が
明
白

に
、
予
が
条
件
を
承
は
り
置
き
な
が
ら
、
勝
手
に
之
を
無
視

関
東
軍
は
三
月
上
旬
に
は
長
城
線

に
達

し
た
が
、
さ
ら
に
中
国
軍
を
長
城
線
付

し
た
る
行
動
を
採
る
は
、
綱
紀
上
よ
り
す
る
も
、
統
帥
上
よ
り
す
る
も
穏
当

　　
　

近
か
ら
駆
逐
し
よ
う
と
、
四
月

に
な
る
と
長
城
線
を
越
え
て
河
北
省

へ
と
侵
攻
を

な
ら
ず

開
始
し
た
。
四
月

一
八
日
、
天
皇
は
、
四
月
六
日
よ
り
奈
良
武
次
大
将

に
か
わ

っ

国
際
聯
盟
脱
退
を
通
告
し
た
後
で
あ
る
の
で
、
天
皇
は
、
関
東
軍
の
膨
張
行
動

て
新
た
に
侍
従
武
官
長
と
な

っ
て
い
た
本
庄
繁
大
将

(満
洲
事
変
勃
発
時

の
関
東

を
、
外
交
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
大
元
帥
で
あ
る
自
分
の
意
図
を
無
視
し
た
こ
と

朗

軍
司
令
官
)

を
呼
び
、
「
関
東
軍

二
対
シ
、
其
前
進
ヲ
中
止

セ
シ
ム
ベ
キ
命
令

ヲ

に
力
点
を
お
い
て
叱
責
し
て
い
る
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
は
、
天
皇
は
前
回
の
関

)む

　れ
　

　

畑

下
シ
テ
ハ
如
何
」
と
下
問
し
た
。
.」
れ
は

「御
下
問
」
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
う

東
軍

の
長
城
線
突
破

の
時
と
は
異
な
り
、
作
戦
中
止
ま
で
は
求
め
な
か

.
た
・」
之

一

と
う
強
い
調
子
の
発
言
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
庄
が
、
天
皇
の
言
葉
を

で
あ
る
。
本
庄
も

「陛
下
は
敢

て
作
戦
を
差
控

へ
し
め
ん
と
せ
ら
れ
る
杯
の
御
意

　あ
　

真
崎
甚
三
郎
参
謀
次
長
に
伝
え
る
や
、
翌

一
九
日
に
は
、
参
謀
総
長
は
関
東
軍
に

図
に
あ
ら
ず
。
ロ
ハ統
帥
の
精
神

に
停
る
が
如
き
を
許
さ
ず
、
と
せ
ら
る
、
に
あ
り
」

　
れ
　

長
城
線

に
復
帰
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
関
東
軍
は
、
長
城
線

ど
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
本
庄
武
官
長

の
解
釈
が
加
わ

っ
て
い
る
の

ま
で
兵
力
を
引
き
下
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
新
任
の
侍
従
武
官
長

・
本
庄
に
は
、

で
、
天
皇
の
真
意
は
わ
か
り
に
く
い
。
そ
も
そ
も
、
本
庄
が
天
皇
の
意
志
を
正
確

天
皇
は
摂
政
の
頃
か
ら
の
武
官
長
で
あ
る
奈
良
に
た
い
し
て
よ
り
も
強
く
も
の
が

に
伝
え
て
い
る
と
仮
定
し
て
も
、
あ
え
て
作
戦

の
中
止
ま
で
は
求
め
な
い
が
、
統

言
え
た
し
、
本
庄
も
天
皇
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
参
謀
本
部
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

帥
の
精
神
す
な
わ
ち
天
皇
親
率

の
建

て
前
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
い
け
な
い
、

だ
が
、
河
北
省
の
中
国
軍
の
打
破
と
華
北
進
出
の
足
場
づ
く
り
を
ね
ら
う
関
東

と
い
う
の
は
、
相
矛
盾
す
る
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
統
帥

の
精
神
を
尊
重
す

軍
は
、
参
謀
本
部
の
同
意
を
得
た
上
で
、
五
月
七
日
、
再
度
、
長
城
線
を
越
え
て

る
な
ら
ば
、
天
皇
が
認
あ

て
い
な
い
作
戦
は
中
止
す
る
の
が
筋

で
あ
ろ
う
。
し
か

　れ
　

作
戦
を
開
始
し
た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
天
皇
は
、
こ
れ
に
憤
慨
し
た
。

し
、
こ
れ
は
、
満
洲
事
変
が
勃
発
し
た
と
き
に
、
独
断
越
境
し
た
朝
鮮
軍
に
関
し

天
皇
は
、

一
〇
日
、
本
庄
侍
従
武
官
長
に
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

て
天
皇
が
言

っ
た

「此
度
は
致
方
な
き
も
将
来
は
充
分
注
意
せ
よ
」
と
同
じ
論
理



ら

な
の
で
あ
る
。
始
ま

っ
た
作
戦
は
仕
方
が
な
い
が
、
以
後
は
自
分
の
意
図

・
方
針

際
い

つ
も
よ
り
却

っ
て
御
気
分
さ
わ
や
か
で
あ
ら
れ
る
様
に
お
見
受
け
し
た
。

を
尊
重
せ
よ
、
と
い
う
現
状
追
認
の
論
理

で
あ
り
、
そ
し
て
、
現
状
追
認
の
後

に

御
苦
心
も
た
し
か
に
此
の
上
な
き
御
修
養

で
あ

っ
て
御
心
労

の
よ

っ
て
き
た

く
る
の
が
、
結
果
優
先
の
論
理
な
の
で
あ
る
。

る
帝
王
学

の
御
素
養
を
更

に
加

へ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
御
心
配
に
よ

っ
て

関
東
軍
の
河
北
省
侵
攻
作
戦
は
、
天
皇

の
当
初
の
憂
慮
に
も
か
か
わ
ら
ず
急
速

御
食

の
へ
る
こ
と
は
遺
憾

で
あ

っ
て
、
そ
う
し
た
時

に
は
も

っ
と
勇
気
を
お

　れ
　

に
進
み
、
軍
事
的
に
敗
北
し
た
中
国
側
は
五
月
二
五
日
に
停
戦
を
申
し
出
、
三

一

も
ち
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
。

日
に
は
塘
沽
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
る
に
い
た
る
。
塘
沽
停
戦
協
定
は
、
長
城
以
南

高
松
宮
は
、
天
皇

の
言
と
し
て
、
天
皇
の
憂
慮
の
念
の
源
が
、

「先
皇

〔大
正

に
非
武
装
地
帯
を
設
け
る
こ
と
な
ど
、
日
本
側
の
主
張
を
ほ
ぼ
全
面
的

に
容
認
し

天
皇
〕

の
結
ば
れ
た
も
の
を
軽

々
し
く
捨
て
る
こ
と
は
忍
び
難
」

く
、

日
本
を

た
も
の
で
あ
る
。
手
法
は
乱
暴

で
あ

っ
て
も
、
明
ら
か
な
軍
事
作
戦

の
成
功
と
中

「自
分
の
御
代
に
傷

つ
け
る
様
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
祖
先

の
天
皇
に
ま
こ
と

に
申

国
政
府
の
譲
歩
を
獲
得
し
た
以
上
、
ま
た
、
英
米
な
ど
列
強
の
介
入
も
な
か

っ
た

し
わ
け
な
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
数

ヶ
月

程

と
あ

・
て
、
天
皇
は
関
東
軍
の
行
動
を
認

め
た
の
で
誓

。

の
間
に

三

貫
近
く
L
も
体
重
が
減

・
た
と
し

つ
つ
も
、
天
皇
が

「
い
つ
も
よ
り

和昭

熱
河
侵
攻
問
題
は
、
昭
和
天
皇
に
と

っ
て
大
元
帥
と
し
て
の
行
動
様
式
を
固
め

却

っ
て
御
気
分
さ
わ
や
か
で
あ
ら
れ
る
様
に
お
見
受
け
し
た
」
と
し
て
い
る
の
は

)　

と

7

変

る
第

一
の
契
機
と
な

っ
た
。
塘
沽
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
後
、
六
月

=

日
に
、

注
目
に
値
す
る
。
満
洲
事
変
勃
発
以
来
の
陸
軍
の
無
統
制
と
熱
河
侵
攻
を
め
ぐ
る

(

事酬

熱
河
侵
攻
、
国
際
聯
盟
脱
退
な
ど
の

蓮

の
出
来
事

に
関
し
て
、
高
松
寓

・簾

内
外
情
勢

の
困
難
は
、
昭
和
天
皇
に
と

.
て

「此
の
上
な
き
御
修
養
」
で
あ
り
、

次
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て
い
る
。

「帝
王
学
の
御
素
養
を
更
に
加

へ
る
も
の
」
と
高
松
宮
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
上
の
御
心
配
は
ま
こ
と
に
大
き
な
も

の
で
あ
る
。
陸
軍
は
何
を
し
て
ゐ

確
か
に
、
天
皇
は
、
身
を
細
ら
せ
な
が
ら
も
、
陸
軍
が
お
し
す
す
め
る
極
端
な
膨

る
の
か
。
中
央
の
統
率
は
ど
う
も
き
か
ぬ
。
而
し
て
国
の
信
義
は
次
ぎ
次
ぎ

張
主
義
を
、
時
に
は
抑
制
し
、
時
に
は
賞
賛
し
て
士
気
を
鼓
舞
し
な
が
ら
国
威
を

に
破
れ
る
。
国
際
聯
盟
の
脱
退
も
止

む
を
得
ぬ
に
し
て
も
先
皇

の
結
ば
れ
た

発
揚
し
て
い
く
や
り
方
を
、
体
得
し

つ
つ
あ

っ
た
。
高
松
宮
は
天
皇
の
気
の
弱
さ

も
の
を
軽
々
し
く
捨

て
る
こ
と
は
忍
び
難

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
内
外
多

「
を
心
配
し

つ
つ
、
「も

っ
と
勇
気
を
お
も
ち
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
る
。

事
の
日
本
を
若
し
自
分
の
御
代

に
傷

つ
け
る
様
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
祖
先
の

帝
国
主
義
国
家

・
日
本
の
君
主
国
大
元
帥
と
し
て
、
昭
和
天
皇
が
、
高
松
宮
の
言

天
皇
に
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
、

と
云

っ
た
様
な

〔様
に
一
か
?
〕
唯
現

う
よ
う
な

「
勇
気
」
(
一
定
の
押
し
の
強
さ
)
を
も

つ
に
い
た

っ
た
の
は
、

こ
の

在
又
は
将
来
の
利
害
を
も
と
と
し
た
考

へ
ば
か
り
で
は
ゐ
ら
せ
ら
れ
ぬ
。
最

後
の
二

・
二
六
事
件
を
経
験
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

近
数

ヶ
月

で
二
貫
近
く
体
重
が
御
減
り
に
な

っ
た
由
だ
が
、
私
は
案
外
に
実



身
を
細
ら
せ
な
が
ら
も
、
陸
軍
が
お
し
す
す
め
る
極
端
な
膨
張
主
義
に
た
い
し
て
、

お

わ

り

に

本

稿

の

結

論

時
に
は
そ
れ
を
抑
制
し
、
時
に
は
賞
賛
し
て
士
気
を
鼓
舞
し
な
が
ら
国
威
を
発
揚

満
洲
事
変

の
勃
発
と
、
そ
れ
に
続
く
関
東
軍
の
熱
河
侵
攻
、
国
際
聯
盟
脱
退
は
、

し
て
い
く
や
り
方
を
体
得
し
て
い

っ
た
と
い
え
る
。
国
際
関
係
を
考
慮
し
て
の

昭
和
天
皇
に
と

っ
て
政
治
と
統
帥
に
身
を

二
つ
に
引
き
裂
か
れ
か
ね
な
い
大
き
な

「
穏
健
さ
」
と
、
機
を
見
て
勢
力
圏
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
膨
張
主
義
と
い
う
、

試
練
で
あ

っ
た
。

昭
和
天
皇
の
帝
国
主
義
国
家

・
日
本
の
君
主
と
し
て
の
行
動
様
式
は
、
基
本
的

に

満
洲
事
変
が
勃
発
し
た
当
初
、
天
皇
は
、

一
方
で
関
東
軍
の
や
り
方
が
乱
暴
で
、

こ
の
満
洲
事
変

・
熱
河
侵
攻
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

英
米

・
国
際
聯
盟
を
刺
激
す
る
の
で
は
な

い
か
と
憂
慮
し

つ
つ
も
、
他
方
で
日
本

陸
海
軍
の
大
元
帥
と
し
て
、
中
央

・
出
先

の
将
兵
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も

注

軍
事
的
な
勝
利

・
成
功
は
賞
賛
す
る
と
い
う
行
動
を
と

っ
た
。

そ
し
て
、
英
米
な

(1
)

波
多
野
澄
雄

.
黒
沢
文
貴
編

.
解
説

「奈
良
武
次
侍
従
武
官
長
日
記

(抄
)」
『中

央
公
論
』

一
九
九
〇
年
九
月
号

・
一
〇
月
号
所
収
、

一
九
三
一
年
九
月

一九
日
の
条
。

朗

ど
の
大
国
と
決
定
的

に
衝
突
し
な
い
範
囲

で
あ
、
な
農

、
日
本
の
勢

圏
を
拡

以
下

杳

記
を

蚕

・
記
L
・
鷺

大

し

て

い
く

こ

と
を

容

認

し

た

の

で
あ

る
。

.

(
2
)

同
前
。

)72

田

そ

の
後

、

関

東

軍

が
熱

河
省

に
侵

攻

し

て
、

国

際

聯

盟

に
お

い

て

日
本

が

完

全

(
3
)

同
前
、

一
九
三

一
年
九
月
二

一
日
の
条
。

(

山

に
孤
立
k

聯
盟
脱
退

へ
と
事
態
が
進
展
す
る
雲

天
白責

内
閣
の
方
針
を

(・
)

伊
藤

・
広
糖

晧
編

『牧
野
鋸

・
記
』
(中
央
公
論
竺

九
九
・
年
)
四

七
四
頁
。

一
九
三

一
年
九
月
二

一
日
の
条
。

確

認

し
な

い

ま

ま

に
、

参

謀
総

長

に
作
戦

の
許

可

を

与

え

て
し

ま

う

と

い
う

太

き

(
5
)

前
掲

「
奈
良

日
記
」
・

一
九
三

一
年
九
月
二
↓
百

の
条
。

な

失

策

を

お

か

し

て
し

ま

う
。

熱

河

作
戦

の
許

可

を

め

ぐ

る

天

皇

の
動
揺

は
、

天

(
6
)

同
前
。

皇

に

と

っ
て
苦

い
経

験

と

な

っ
た
。

政
府

の
方

針

を

み

ず

か

ら

確

か

ぬ

た

上

で
な

(
7
)

「
「
参
謀
本
部

」
臨
参
命

.
臨
命
集
成

第

一
巻

昭
和
六
年
九
月
～
昭
和
十

一
年
』

(
エ
ム
テ
ィ
出
版
、

一
九
九

四
年
)

四
〇
頁
。

い
と

、

う

か

つ
に
作

戦

の
許

可

を
出

し

て
は

な

ら

な

い

.」
と
、

一
度

出

し

た
命

令

(
8
)

前
掲

『
牧
野
伸

顕
日
記
」

四
七
四
頁
・

一
九

=
=

年

九
月
二

百

の
条
・

(
許

可

)

は
、

天

皇

と

い
え

ど

も

容

易

に
撤

回

で
き

な

い

こ
と
を

天
皇

は
身

を
も

つ

(
9
)

前
掲

「
奈
良

日
記
」
、

一
九
三

一
年

九
月

二
二
日

の
条
。

て
学

ん
だ

と
言

え

る
。

し

か

し
、

天

皇

は
、

奈

良

武

次

侍

従
武

官
長

の
交

代

を
機

(
10
)

同
前
、

一
九

三

一
年

↓
○
月
九

日
の
条
。

に
・

華

北

に
侵

攻

し

よ

う

と
す

る
関

東

軍

を

一
度

は
押

さ

え
・

大

元
帥

と

し

て

の

(
11
)

同
前
、

一
九

三

一
年

一
〇
月

八
日
の
条
。

(
12
)

同
前
。

権

威

を

保

っ
た
。

(
13
)

高
橋
紘

ほ
か
編

『昭
和
初
期

の
天
皇

と
宮
中
1
侍
従
次

長
河
井
弥
八

日
記
』
第
五

こ

の

よ

う
な

政

治

と
軍

事

の
摩

擦

、

激

動

す

る
現

実

政

治

の
中

で
、

天

皇

は
、

巻

(岩
波
書
店
、

一
九
九

四
年
)

二
二
五
頁
。

一
九
一三

年

一
二
月
二
一二
日
の
条
。



(
14
)

同
前
、

二
二
七
頁
。

}
九
三

一
年

一
二
月

二
五

日
の
条
。

(
35
)

拙
著

『
大
元
帥

・
昭
和
天
皇
』
(
新

日
本
出
版
社
、

一
九
九
四
年
)
五
二
頁
。

(
15
)

前
掲

『
牧
野
伸
顕

日
記
」

四
九
五
頁
。

一
九
三

二
年

一
月

一
日
の
条
。

(
36
)

安
田
浩

『
天
皇

の
政
治
史
』
(
青
木
書
店
、

一
九
九
八
年
)
二
三

一
頁
。

(
16
)

同
前
、

四
九
七
頁
。

一
九
三

二
年

一
月
八

日
の
条
。

(
37
)

同
前
、

二
三
二
頁
。

(
17
)

前
掲

『
「
参
謀
本
部
」
臨
参
命

・
臨
命
集
成

第

一
巻

昭

和
六

年
九

月
～

昭
和

(
38
)

『
年
報

・
日
本
現
代
史
』
第
五
号

〈
講
話
問
題
と

ア
ジ

ア
〉
(
現
代
史
料
出
版
、

一

十

一
年
』

四
四
～

四
五
頁
。

九
九
九
年
八
月
刊
)
二

四
五
頁
。

(
18
)

井
原
頼
明

『
増
補

皇
室
事
典
』

(
一
九

四
二
年
、
冨
山
房
、
復
刻
版

一
九
八
年
)

(
39
)

前
掲

「
奈
良

日
記
」

一
九
三
三
年

二
月

一
一
日
の
条
。

四
六
七
頁
。

(
40
)

同
前
。

(
19
)

寺
崎
英
成
、

マ
リ

コ

・
テ
ラ
サ
キ

:
・・
ラ
i
編
著

『
昭
和
天
皇
独
白
録

・
寺
崎
英

(
41
)

同
前
。

成
御
用
掛

日
記
』

(文
藝
春
秋
、

一
九
九

一
年
)
三
五
頁
。
以
下
、

本

書
を

「
昭
和

(
42
)

本
庄
繁

「
本
庄

日
記
』

(原
書
房
、

一
九
六
七
年
)

一
五
九
頁
。

天
皇
独
白
録
』
と
略
す
。

(
43
)

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室

・
戦
史
叢
書

8

『
大
本
営
陸
軍
部

(
1
)
』

(朝
雲
新

(20
)

前
掲

『
牧
野
伸
顕

日
記
』
五

三
四
頁
、

一
九

三
三
年

一
月
九

日
の
条
。

聞
社
、

}
九
六
七
年
)
三
三
六
頁
。

皇

(21
)

同
前
。

(
44
)

同
前
、

三
三
七
頁
。

厭

(22
)

原
田
舞

述

『西
園
寺
公
と
政
局
』
笙

一巻

(岩
婆

.廣

一
九
五
・
年
)
四
二

(菊
)

前
掲

「本
音

記
』

一
六
・
耳

昭

八
頁
。

(
46
)

同
前
。

)

と

73

変

(
23
)

前
掲

「
奈
良

日
記
」

一
九

三

一
年
九
月

一
九

日
の
条
。
前
掲

『
河
井
弥
八

日
記
』

(
47
)

高
松
宮
宣
仁

『
高
松
宮

日
記
』
第

二
巻

〈昭
和
八
年
～
十

二
年
〉

(中
央

公
論
社

、

(

瀬

第
五
拳

一
五
三
頁
・
も
同
趣
旨
の
記
録
が
あ
菟

一
九
九
五
年
)
八
九
先

○
頁

満

(%
)

同
前

(察

暑

記
L)、

一
九
三
三
年

夏

両

日
の
条
。

(
一
九
九
九
年
九

月
三
吉

受
付
」

九
九
九
年
+
月
四
日
受
理
)

(
25
)

同
前
。

(
26
)

前
掲

『
牧
野
伸
顕

日
記
』
五
三
八
頁
。

一
九
三

三
年

一
月

一
七

日
の
条
。

(
27
)

荻
野
晃
也

・
河
野
益
近
編

『
昭
和
天
皇
新
聞
記
事
集
成

昭
和
元
年
～

一
五
年
」

(
第
三
書
館
、

一
九
九
〇
年
)
五
六
八
頁
。

(
28
)

前
掲

「
奈
良

日
記
」

一
九
三
三
年

二
月

四
日
の
条
。

(
29
)

同
前
、

一
九
三

三
年

二
月
八

日
の
条
。

(
30
)

同
前
。

(
31
)

同
前
、

一
九
三

三
年

二
月

一
〇

日
の
条
。

(
32
)

同
前
、

一
九

三
三
年

二
月

一
一
日
の
条
。

(
33
)

同
前
。

(
34
)

同
前
。


